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豚流行性下痢（PED）ワクチンの円滑な供給の協力体制の見直しについて 

 
このことについて、平成 27 年 3 月 23 日付け 26 消安第 6490 号をもって、農林水

産省消費・安全局畜水産安全管理課長から、また、同日付け事務連絡をもって、同課

薬事監視指導班課長補佐から、それぞれ別添のとおり通知がありました。貴会関係者

に周知方よろしくお願いいたします。 
このたびの課長からの通知は、豚流行性下痢（PED）ワクチン供給について、今年

度は当初予定していた300万回分を大きく上回る約350万回分の供給が可能な状況で

あり、来年度についても順次出荷が見込まれ、今後も供給が十分確保できると考えら

れることから、「豚流行性下痢（PED）ワクチンの円滑な供給に係る協力体制の見直

しについて（平成 26 年 10 月 28 日付け 26 消安第 3736 号通知）」（平成 26 年 11 月

12日付け26日獣発第210号で本会から地方獣医師会会長あてその内容を通知）を再

度見直し、同通知の記の２及び３の取り組みは終了することとし、本会あて関係者へ

の周知と併せて、引き続き、飼養衛生管理の徹底、ワクチンの適切な使用等への指導

とともに、今後、ワクチンの需要が再び逼迫する状況が見込まれる際には協力依頼を

検討する旨の承知が依頼されたものです。 
一方、事務連絡は、このたびの協力体制の見直しを踏まえ、都道府県、製造メーカ

ー、獣医師、養豚農家に求められる、それぞれの基本的な対応について、本会への協

力が依頼されたものです。 
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